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第
８
回
合
併
協
議
会
が
平
成
１６
年
８
月
２４
日

（
火
）田
代
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
集
会
室

で
、
第
９
回
合
併
協
議
会
が
９
月
１４
日（
火
）秋

北
ホ
テ
ル
孔
雀
の
間
で
開
催
さ
れ
、
合
併
の
期

日
、
町
名
・
字
名
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
８
回
協
議
会
内
容
（
８
月
２４
日
）

協
議
案
２０
号
・
使
用
料
、手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
継
続
協
議
）

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
の
う
ち
、
継
続
協
議

と
な
っ
て
い
た
保
育
料
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
結
論
は
出
ず
、
財
政
上
の
各
種
数
値
を
整
理
し

た
上
で
、
再
度
継
続
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
案
２１
号
・
補
助
金
、交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
継
続
協
議
）

本
案
件
は
前
回
か
ら
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
事
務
局
か
ら
新
た
に
「
補
助
金
の
交
付
金
等
の
決

定
に
係
る
基
本
方
針
」
の
資
料
が
提
出
さ
れ
、
協
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３０
号
・
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
は
、第
２
回
合
併
協
議
会（
平

成
１７
年
４
月
９
日
）
に
お
い
て
、
「
合
併
特
例
法
の
特

例
措
置
期
限
で
あ
る
平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の
合
併

を
目
指
す
。
た
だ
し
法
律
が
改
正
さ
れ
た
場
合
は
、
改

め
て
協
議
す
る
」
こ
と
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
５
月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
た
た
め
再
度
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
８
月
６
日
に
１
市
２
町
の
首
長
間
で
協

議
が
行
わ
れ
、
合
併
の
期
日
を
平
成
１
７
年
６
月
２
０

日
と
す
る
案
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
８
回
協
議
会
で
は
、
こ
の
６
月
２
０
日
案
に
対
し

て
１
市
２
町
の
議
会
と
も
了
承
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、

本
案
件
は
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３１
号
・
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３２
号
・
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
は
、
平
成
１７
年
度
ま

で
現
行
ど
お
り
と
し
、

平
成
１８
年
度
か
ら
統

一
、
納
期
に
つ
い
て

は
合
併
時
に
大
館
市

の
制
度
に
統
一
、
介

護
保
険
料
の
減
免
に

つ
い
て
は
合
併
時
に

大
館
市
の
制
度
に
統

一
、
介
護
保
険
利
用

者
負
担
金
の
減
免
に

つ
い
て
は
合
併
時
に

大
館
市
の
制
度
に
統
一
す
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
に
つ
い
て

は
、
専
門
部
会
で
、
再
度
地
域
の
実
情
を
十
分
検
討
す

る
こ
と
で
、
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
案
３３
号
・
行
政
区
の
取
扱
い
に
つ
い
て

行
政
区
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、
行
政

協
力
員
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
行
政
町
内
会
単
位
を
基

本
と
し
て
、
合
併
時
に
大
館
市
の
制
度
に
統
一
す
る
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
政
協
力
員
の
職

協議案第２０号 使用料、手数料等の取扱い
第７回、第８回、第９回協議会で協議されまし

たがまとまらず、次回への継続協議となりました。
（１）各市町で差異のない使用料及び手数料につい

ては、現行のとおりとする。
（２）各市町で差異のある各種施設の使用料につい

ては、施設の内容及び建設年度が異なること
等から、当分の間、原則として現行のとおり
とする。その他の使用料については、原則と
して統一に向け調整を図るものとする。

（３）各市町で差異のある手数料については、住民
負担に配慮しつつ、負担の公平の原則により
合併時に統一する。

協議案第２１号 補助金、交付金等の取扱い
第７回、第８回協議会で協議され、次のとおり

確認されました。
補助金、交付金等の取扱いについては、従来か

らの経緯や実情に配慮し、公共的必要性、有効性、
公平性の観点から、次の方針を基本に調整する。
（１）各市町同一または同種の補助金、交付金等に

ついては、関係団体等の理解と協力を得て、
統一の方向で調整する。

（２）各市町独自の補助金、交付金等については、
制度の経緯や地域事情、従来からの実績を踏
まえ、市域全体の均衡を保つよう調整する。

協議案第２２号 町名・字名の取扱い
第７回、第９回協議会で協議され、次のとおり

確認されました。
（１）大館市の区域内の町（字）の区域および名称は、

現行のとおりとする。
（２）比内町の区域内の町（字）の区域は現行のとお

りとし、名称は、現行の大字の前に「比内町」
の名称を付ける。

（３）田代町の区域内の町（字）の区域および名称は、
現行のとおりとする。

協議案第３０号 合併の期日（再協議）
第８回協議会で次のとおり確認されました。
合併の期日は、平成１７年６月２０日とする。

協議案第３１号 公共的団体等の取扱い
第８回協議会で次のとおり確認されました。次

のとおり確認されました。
公共的団体等については、新市の速やかな一体

性を確立するため、それぞれの事情を尊重しなが
ら、そのあり方について調整に努める。
（１）共通の目的をもった団体については、できる

限り合併時に統合できるよう調整に努める。
（２）統合に時間を要する団体については、将来の

統合に向け検討が進められるよう調整に努め
る。

（３）独自の目的をもった団体については、原則と
して現行のとおりとする。

協議案第３２号 介護保険事業の取扱い
第８回協議会、第９回協議会で協議され、次の
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協議内容

第８回協議会（８／２４）
第９回協議会（９／１４）での協議結果
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確

認

継
続
協
議

務
内
容
に
つ
い
て
は
、
田
代
町
の
制
度
に
統
一
し
て
は

ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
異
議
は
な
く
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
案
３４
号
・
商
工
・
観
光
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３５
号
・
小
・
中
学
校
の
通
学
区
の
取
扱
い
に
つ
い
て

通
学
区
は
現
行
ど
お
り
と
す
る
も
の
の
、地
域
要
望
等

に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
こ
と

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、雪
沢
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

大
館
市
の
少
人
数
学
校
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、保
護
者

の
申
し
出
に
よ
り
、現
行
の
通
学
区
域
以
外
か
ら
も
入
学

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
第
９
回
協
議
会
内
容
（
９
月
１４
日
）

報
告
第
１３
号
・
大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
合
併
協
議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
が
平
成
１７
年
６
月
２０
日
に
決
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、次

の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１６
年

１１
月
下
旬

合
併
協
定
項
目
の
調
印

１２
月

各
市
町
議
会
で
合
併
に
関
す
る
議
決

平
成
１７
年

２
〜
３
月

県
議
会
で
合
併
に
関
す
る
議
決

４
月

総
務
大
臣
告
示

６
月

比
内
町
、
田
代
町
の
閉
庁
式

６
月
２０
日

新
市
誕
生

協
議
案
２０
号
・
使
用
料
、手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
継
続
協
議
）

焦
点
と
な
っ
て
い
た
保
育
料
に
つ
い
て
、
１
市
２
町

の
児
童
実
態
調
べ
、
保
育
料
収
入
見
込
み
額
比
較
表
な

ど
の
追
加
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

新
市
で
は
国
庫
負
担
金
の
一
般
財
源
化
に
伴
い
、
保
育

料
を
現
行
ど
お
り
と
し
て
も
一
般
財
源
か
ら
か
な
り
の

支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
の
保
育
料
の
水
準
を
ど
こ
に
置
け
ば
、

ど
の
程
度
、
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
が
増
加
す
る
の
か
、

そ
の
試
算
値
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

試
算
は
、
保
育
料
を
�
国
の
基
準
の
７５
％
、
�
比
内

町
の
現
行
水
準
（
国
の
基
準
の
７０
％
）、�
田
代
町
の
現

行
水
準
（
国
の
基
準

の
６０
％
）
に
設
定
し

た
場
合
の
３
と
お
り

に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
数
値
を

踏
ま
え
て
白
熱
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
が
結
論
は
出
ず
、

再
度
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
。

●
主
な
意
見

・
１
市
２
町
の
幼
児
３
８
６
４
人
の
う
ち
、
認
可
保
育

園
の
園
児
は
９
５
３
人
し
か
い
な
い
。
こ
れ
で
は
保

育
料
を
下
げ
て
も
、
恩
恵
を
受
け
る
住
民
の
割
合
は

小
さ
く
、
公
平
感
を
保
て
な
い
。
保
育
料
の
値
下
げ

だ
け
に
焦
点
を
当
て
ず
、
少
子
化
対
策
の
あ
ら
ゆ
る

部
分
を
考
慮
し
て
は
ど
う
か
。

・
田
代
町
で
は
現
状
維
持
を
し
た
い
と
の
声
が
圧
倒
的

だ
っ
た
。
田
代
町
で
は
出
産
祝
金
の
支
給
、
医
療
費

補
助
、
学
校
給
食
の
補
助
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支
給
な

とおり確認されました。
（１）介護保険認定審査会については、合併時に大

館市に統合する。
（２）第１号被保険者の保険料率については、平成

１７年度まで現行のとおりとし、平成１８年度か
ら統一する。

（３）第１号被保険者の納期については、合併時に
大館市の納期に統一する。

（４）介護保険事業計画運営委員会については、合
併時に大館市の制度に統合する。

（５）介護保険事業計画については、平成１７年度ま
で現行のとおりとし、平成１８年度から統一す
る。

（６）介護保険料の減免については、平成１７年度ま
で現行のとおりとし、平成１８年度から制度を
再編する。

（７）介護保険利用者負担金の減免については、合
併時に大館市の制度に統一する。

（８）介護保険要介護認定訪問調査については、平
成１８年度まで現行のとおりとし、平成１９年度
から大館市の制度に統一する。

協議案第３３号 行政区の取扱い
第８回協議会で次のとおり確認されました。

（１）行政区については、現行のとおりとする。
（２）行政協力員については、現行の行政町内会単

位を基本とし、合併時に大館市の制度に統一
する。ただし、職務内容については、田代町
の制度に統一する。

協議案第３４号 商工・観光関係事業の取扱い
第８回協議会で次のとおり確認されました。

（１）空店舗対策補助事業については、合併時に大
館市の制度に統一する。ただし、合併前に比
内町において実施済の商店街等活性化事業に
ついては、現行の取扱いを継続する。

（２）中小企業事業資金融資あっせん制度について
は、合併時に大館市の制度に統一する。

（３）中小企業融資あっせん資金保証料補給制度に
ついては、合併時に大館市の制度に統一する。

（４）工業団地については、現行のとおり新市に引
き継ぐ。

（５）工場等設置促進条例による奨励措置について
は、合併時に大館市の制度に統一する。
ただし、合併前に指定した企業への優遇措置
については、現行の取扱いを継続する。

（６）観光施設については、現行のとおり新市に引
き継ぐ。

（７）観光イベントについては、現行のとおり新市
に引き継ぐ。

協議案第３５号 小、中学校の通学区の取扱い
第８回協議会で次のとおり確認されました。
小、中学校の通学区域については、現行のとお

りとし、地域要望等により、必要に応じて新市に
おいて調整する。

協議案第３６号 一部事務組合等の取扱い
第９回協議会で次のとおり確認されました。

（１）一部事務組合のうち、大館周辺広域市町村圏
組合については、合併の日の前日をもって解

協議内容
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確

認

確

認

確

認

確

認

確

認

確

認

確

認

ど
を
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の

制
度
が
今
後
継

続
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
分
か
ら

な
い
中
で
、
更

に
保
育
料
が
上

が
る
こ
と
に
は

抵
抗
感
が
あ
る
。

・
保
育
料
の
軽
減

だ
け
で
は
な
く
、

乳
幼
児
に
対
す

る
母
子
保
健
事

業
や
予
防
接
種
事
業
、
親
が
子
育
て
す
る
と
き
の
相

談
体
制
、
乳
幼
児
の
医
療
費
の
軽
減
、
子
ど
も
た
ち

の
放
課
後
、
週
末
の
活
動
の
場
づ
く
り
な
ど
、
全
体

を
通
し
て
包
括
的
に
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
日
本
国
家
の
宝
で
も
あ
る
。

財
政
を
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
う
ま
く
や
り

く
り
を
し
て
、
少
子
化
対
策
に
重
点
的
に
予
算
を
配

分
で
き
な
い
か
。

・
議
論
は
尽
き
な
い
の
で
、
新
市
で
真
剣
に
議
論
す
る

こ
と
と
し
て
、
当
面
は
保
育
料
を
現
状
ど
お
り
と
し

て
は
ど
う
か
。

協
議
案
２２
号
・
町
名
、字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
継
続
協
議
）

第
７
回
協
議
会
に
お
い
て
、
大
館
市
と
比
内
町
の
町

名
・
字
名
に
つ
い
て
は
合
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
田

代
町
に
つ
い
て
は
、異
議
が
出
さ
れ
、継
続
協
議
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

第
９
回
協
議
会
で
は
、
第
７
回
協
議
会
以
降
に
田
代

町
で
進
め
ら
れ
て
き
た
調
整
の
結
果
を
受
け
た
案
が
提

案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
館
市
と
田
代
町
の
町
名
、
字
名
は
現

行
ど
お
り
変
わ
ら
ず
、
比
内
町
は
現
行
の
大
字
に
「
比

内
町
」
と
い
う
字
句
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

協
議
案
３２
号
・
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
継
続
協
議
）

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪

問
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
８
回
協
議
会
に
提
案
さ
れ
た

「
合
併
時
に
大
館
市
の
制
度
に
統
一
す
る
」
の
で
は
な

く
、「
平
成
１９
年
度
か
ら
大
館
市
の
制
度
に
統
一
す
る
」

と
い
う
経
過
措
置
を
設
け
る
案
が
協
議
会
に
提
案
さ
れ
、

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３６
号
・
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３７
号
・
保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

保
健
衛
生
事
業
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま

し
た
が
、小
笠
原
委
員
と
�
坂
委
員
か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症

健
診
の
受
診
年
齢
等
に
つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３８
号
・
休
日
、夜
間
、救
急
診
療
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
３９
号
・
健
康
づ
く
り
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
４０
号
・
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

散し、合併の日に事務及び財産並びに一般職
の職員をすべて新市に引き継ぐ。
比内町及び田代町は、秋田県市町村総合事務
組合並びに秋田県市町村会館管理組合を合併
の日の前日をもって脱退する。

（２）大館市土地開発公社については、現行のとお
り存続する。
比内町及び田代町は、合併前に秋田県町村土
地開発公社から脱退する。

（３）比内町及び田代町は公平委員会の事務の委託
を、合併の日の前日をもって廃止する。

（４）第三セクター等については、現行のとおり合
併の日に新市に引き継ぐ。

協議案第３７号 保健衛生事業の取扱い
第９回協議会で次のとおり確認されました。

（１）母子保健事業については、合併時に大館市の
制度に統一する。ただし、妊婦健康診査につ
いては、合併時までに再編する。また、健康
診査の実施会場については、地域の実情を考
慮して決定する。

（２）予防接種事業については、合併時に大館市の
制度に統一する。

（３）基本健診・各種検診事業については、合併時
に大館市の制度に統一する。
ただし、実施体制、方法については、地域の
実情を考慮して決定する。

協議案第３８号 休日、夜間、救急診療の取扱い
第９回協議会で次のとおり確認されました。

（１）休日夜間急患センター運営事業については、
合併時に統合する。

（２）在宅当番・救急医療情報提供実施事業につい
ては、現行のとおり、大館市の制度を適用す
る。

協議案第３９号 健康づくり事業の取扱い
第９回協議会で次のとおり確認されました。

（１）健康教育及び健康相談については、合併時に
大館市の制度に統一する。ただし、対象者等
については、合併時までに決定する。

（２）市町村健康増進計画については、合併後に再
編する。

協議案第４０号 建設関係事業の取扱い
第９回協議会で次のとおり確認されました。

（１）市町道については、現行のとおり新市に引き
継ぐものとし、市道の認定基準については、
大館市の基準に統一する。

（２）除雪体制については、現行のとおり新市に引
き継ぐものとし、除雪計画については、合併
後に策定する。

（３）道路占用料については、合併時に現行の大館
市の額に統一する。

（４）公営住宅等については、現行のとおり新市に
引き継ぐ。

（５）都市計画については、現行のとおり新市に引
き継ぐ。都市計画マスタープランについては、
現計画を基本に新市において新たに策定する
こととし、新計画が策定されるまでの間は、
現計画を運用する。
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協議内容



第
９
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
新

市
の
町
名
、
字
名
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

平
成
１７
年
６
月
２０
日
よ
り
、
住
所
は
別

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

大
館
市
の
区
域
で
は
、

町
名
、
大
字
名
、
小
字
名

と
も
に
現
行
ど
お
り
で
あ

る
た
め
、
住
所
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

比
内
町
の
区
域
で
は
大

字
名
に
「
比
内
町
」
と
い

う
字
句
が
追
加
に
な
り
、

「
比
内
町
扇
田
」
の
よ
う

な
大
字
名
に
な
り
ま
す
。

田
代
町
の
区
域
で
は
、
大
字
、
小
字

と
も
に
現
行
ど
お
り
で
あ
る
た
め
、
市

町
村
名
の
み
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
議
案

第
１８
号

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
２０
号

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
２１
号

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３０
号

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３１
号

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３２
号

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
３３
号

行
政
区
の
取
扱
い
に
つ
い
て（

確
認
）

協
議
案

第
３４
号

商
工
・
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３５
号

小
、
中
学
校
の
通
学
区
の
取
扱
い
に

つ
い
て

（
確
認
）

報

告

第
１３
号

大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
合
併
協

議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
案

第
１８
号

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
２０
号

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
２２
号

町
名
、
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３２
号

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３６
号

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い

て

（
確
認
）

協
議
案

第
３７
号

保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３８
号

休
日
、
夜
間
、
救
急
診
療
の
取
扱
い

に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
３９
号

健
康
づ
く
り
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て

（
確
認
）

協
議
案

第
４０
号

建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

合 併 後

大館市御成町○丁目○番○号
大館市字中城○番地
大館市十二所字上川代○番地
大館市花岡町字堂屋敷○番地

大館市比内町扇田字上中島○番地
大館市比内町独鈷字沢村○番地
大館市比内町谷地中字大巻○番地
大館市比内町大葛字大葛家後○番地

大館市早口字深沢岱○番地
大館市岩瀬字大柳○番地
大館市山田字山田○番地
大館市外川原字上屋布○番地
大館市長坂字屋敷○番地
大館市山瀬字赤川○番地

合 併 前

大館市御成町○丁目○番○号
大館市字中城○番地
大館市十二所字上川代○番地
大館市花岡町字堂屋敷○番地

北秋田郡比内町扇田字上中島○番地
北秋田郡比内町独鈷字沢村○番地
北秋田郡比内町谷地中字大巻○番地
北秋田郡比内町大葛字大葛家後○番地

北秋田郡田代町早口字深沢岱○番地
北秋田郡田代町岩瀬字大柳○番地
北秋田郡田代町山田字山田○番地
北秋田郡田代町外川原字上屋布○番地
北秋田郡田代町長坂字屋敷○番地
北秋田郡田代町山瀬字赤川○番地

大
館
市
の
区
域

比
内
町
の
区
域

田
代
町
の
区
域

新

市

名

称

大

館

市

小字名

現 行
ど お り

現 行
ど お り

現 行
ど お り

町名、大字名

現行どおり

現行の大字の前に
「比内町」の字句
を加える

現行どおり

市町村名

現 行
ど お り

大 館 市

大 館 市

大館市の区域

比内町の区域

田代町の区域

第
９
回
合
併
協
議
会

報
告
・
協
議
案
件

第
８
回
合
併
協
議
会

報
告
・
協
議
案
件

新新
しし
いい
住住
所所
がが
決決
まま
りり
まま
しし
たた

平
成
１６
年
９
月
１４
日

平
成
１６
年
８
月
２４
日

新市の町名、字名 報告・協議案件
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協
議
会
資
料
は
全
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、

合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。http

://o
ht-
gappe

i.jp

�



調 整 状 況

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

※法律が改正されたため再協議

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（５／１７第４回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（４／２８第３回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

継続協議

確認（８／２４第８回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（４／２８第３回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

提案

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設 定 項 目

合併の方式

合併の期日

新市の名称

新市の事務所の位置

財産の取扱い

事務組織及び機構の取扱い

本庁組織、出先機関、

附属機関、地域審議会

農業委員会の委員の定数

及び任期の取扱い

地方税の取扱い

一般職の職員の身分の取扱い

特別職の身分の取扱い

条例、規則等の取扱い

議会の議員の定数及び

任期の取扱い

一部事務組合等の取扱い

一部事務組合、協議会、

公社、第三セクター

使用料、手数料等の取扱い

公共的団体等の取扱い

補助金、交付金等の取扱い

町名、字名の取扱い

慣行の取扱い

市章、花、木、歌、

憲章・宣言、行事

国民健康保険事業の取扱い

介護保険事業の取扱い

消防団の取扱い

行政区の取扱い

各種事業の取扱い

男女共同参画事業

国際交流事業等

電算システム事業

広報広聴関係事業

納税関係事業

消防防災関係事業

交通関係事業

窓口業務

保健衛生事業

病院、診療所

休日、夜間、救急診療

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

No

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

分類

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

Ｆ群

Ｇ群

調 整 状 況

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

継続協議

提案

○

○

○

○

○

○

設 定 項 目

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

保育事業

生活保護事業

その他福祉事業

健康づくり事業

ごみ収集運搬業務

環境対策事業

農林水産関係事業

商工・観光関係事業

建設関係事業

上水道、下水道事業

小、中学校の通学区

学校教育事業

文化振興事業

コミュニティ施策

社会教育（生涯学習）事業

社会福祉協議会

その他の事業

新市建設計画

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

No

２３

２３

２３

２４

分類

Ｈ群

Ｉ群

Ｊ群

�

合併協定項目の調整状況
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平成１６年９月１４日現在

合併協定項目の調整は次の順番で進められ
ていきます。

合併協議会へ案件を提案

合併協議会で協議・調整

合併協議会で確認

分科会で協議・調整

専門部会で協議・調整

幹事会で協議・調整

合併協定項目

）

）

）

（

（

（






